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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 11

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（38％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（29％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 塩害対策工法研究会
会社名： 住所：東京都国分寺市光町2-8-38

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 〒421-0106

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

―
株式会社ジェイアール総研エンジ

ニアリング、他2社

１）何について何をする技術なのか？
　コンクリート中における鉄筋の腐食環境を防錆環境へと体質改善を行うことが可能な技術で
ある。コンクリート中に存在する有害な塩化物イオンに対して、塩分吸着剤により吸着固定
し、かつ亜硝酸イオンをコンクリート中に放出することで安定かつ長期的にわたりコンクリー
ト中に高い防錆環境を創出するコンクリート体質改善型断面修復技術である。
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
　従来はコンクリート中及び鉄筋に固着した残存錆中に含まれる塩化物イオンに対して、亜硝
酸リチウム等により防錆処理を行っていたが、塩化物イオンは存在したままであり、それが補
修箇所の再劣化を引き起こす要因の一つとなっていた。
３）公共工事のどこに適用できるのか？
　塩害・中性化などの影響を受けるすべてのコンクリート構造物の補修および補強工事
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■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

塩分吸着剤による高防錆型断面修復工法 開発年

番号：
1

1-3-3.道路／道路維持修繕工

問合せ先

㈱ジェイアール総研エンジニアリング

調査・保守技術部
042-501-2648

鳥取　誠一

042-501-2838

054-257-3010

3591@raito.co.jp

tottori@jrseg.co.jp

新技術概要説明資料（１／５）

名称 N-SSI工法
収受受付年月日 平成24年8月23日

平成27年5月25日

登録No. 1435

変更受付年月日

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-100009-A

活用の効果

断面修復工
38%
29%

2（1）

評価（事前・事後）

分類

登録番号

区分

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局 平成22年6月28日



N-SSI工法 登録No. 1435

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

N-SSI工法　積算資料(案)

土木工事施工管理基準に準拠

A-2

①コンクリートのはつり施工
②鉄筋ケレン・清掃工（鉄筋の断面が著しく減少している場合には鉄筋の取替えを行う）
③防錆ペースト施工(コンクリート面および鉄筋表面に塗布する)
④防錆モルタル施工(鉄筋表面に塗布した防錆ペーストの上に塗布する)
⑤遮塩モルタル施工(断面修復を行う)
⑥表面仕上げ施工

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

見積りによる
RJ1:800円/㎏
RJ2:450円/㎏
RJ3:360円/㎏
RJ5:300円/㎏
RP200:260円/㎏

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　N-SSI工法カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・鉄筋の腐食が進行しており、鉄筋背面までコンクリートをはつり取る場合には、一般的な
断面修復材による補修と比較して高価となる。

（長　所）
・鉄筋残存錆層に存在する塩分を吸着し、錆の進行を抑止する。
・鉄筋コンクリート中の鉄筋周辺の塩分を低減し、コンクリートの品質を改善する。
・遮塩性の断面修復材を組み合わせることによって、コンクリート構造物の耐久性を長期に
わたって維持する。
・はつり量は、塩分吸着剤の効果によりはつり深さが主鉄筋の半周までで良いため、低減で
きる。
・はつり量が低減できるため、トータル施工費が低減でき、工程も短縮できる。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1435

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 4433490

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

1)残された課題
　経済性・施工性の追求
2)開発計画
　厚付け施工材料の開発

暴露試験供試体3年後の鉄筋断面の分析結果から、塩分吸着剤により表面の残存錆中の塩化物イオ
ンの消滅を確認した。

N-SSI工法 施工要領＆技術資料 p.26-28

塩分吸着剤添加防錆材を用いる塩害対策の実構造物への適用事例、土木学会第61回年次学術講演
会、2006年9月

施工的には通常の断面修復であるので、塩害や中性化により鉄筋腐食が生じた構造物の補修に一
般的に適用できる。

（適用できる条件）
・大型の施工機械を必要とせず、簡易な仮設で施工可能である。
・施工時の気温は5℃～35℃の範囲で行う。
・4℃以下の場合は温水(10℃～30℃程度)練り混ぜ水に使用し、練り上がり温度を5℃～20℃に調
整する。
・塩害をうけ劣化したRC構造物

・対象構造物の変状・劣化調査。
・構造物の配筋状況および塩化物イオン量等の調査が必要。
・コンクリート表面には通気性を有する、耐候性に優れた無機質のシリカ系表面保護材（仕上げ
材）を施すことを標準とする。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 N-SSI工法

A-3

（適用できない条件）
・狭隘部
・水中施工部
・0℃以下の場合



A-4

登録No. 1435

実績件数 公共機関： 93 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県下田土木事務所 2010/4～

2010/8

国土交通省北陸地方整
備局羽越河川国道事務
所

2011/3～
2011/5

国土交通省北海道開発
局函館開発建設部

2011/5～
2011/6

国土交通省北海道開発
局釧路開発建設部

2010/12～
2011/1

国土交通省北海道開発
局函館開発建設部

2010/10～
2010/11

国土交通省近畿地方整
備局紀南河川国道事務
所

2009/10～
2010/6

下関市役所建設部道路
課

2011/1～
2011/3

岡山県備前県民局建設
部

2010/3～
2010/7

神奈川県小田原土木事
務所

2010/2～
2010/3

東日本高速道路株式会
社　北海道支社

2008/5～
200812/

42号古座大橋耐震補強工事

国道244号別海町床丹橋補修工事

国道228号松前清部大橋下部工補修
工事

平成21年度（国）135号橋梁補修工事
（向井田橋塩害塗装工）

笠取橋梁断面修復工事

国道228号松前清部大橋上部工補修
工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 N-SSI工法

工　事　名

札樽自動車道札幌管内橋梁補修工
事

平成21年度交通安全施設補修工事
（県単）当初58号その1、平成21年度
道路補修工事（公共）当初6号その5
合併

平成21年度観海橋橋梁補修工事

公共　道路工事（橋梁補修工事）

4002766131

63

CORINS登録No.
4004428816

4004164266

1240-2738W



登録No. 1435

施工状況：遮塩モルタル吹付状況 施工状況：遮塩モルタル吹付仕上げ状況

施工状況：表面仕上げ材塗布状況 使用機械：プラント全景

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 N-SSI工法

A-5

施工状況：防錆ペースト塗布状況 施工状況：防錆モルタル塗布状況


